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路線の調査を実施しました

条
例
の
改
正
案
、
補
正
予
算
案
な
ど
18
議
案
を
可
決

ほ
か
、
４
常
任
委
員
会
の
開
催
時
間
に
関
す
る
請
願
を
採
択

　

令
和
元
年
八
千
代
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
24
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
６
月
10
日
か
ら
の
４
日
間
で
開
催
さ
れ
、
18
名
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
各

常
任
委
員
会
は
、
６
月
17
日
と
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。
市
長
か
ら

条
例
の
改
正
案
、
補
正
予
算
案
な
ど
議
案
18
件
と
諮
問
１
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
可
決
、
承
認
、

同
意
、
ま
た
は
適
任
と
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
発
議
案
（
議
員
提
出
議
案
）
６
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
、
う

ち
、
４
常
任
委
員
会
の
開
催
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
ず
ら
し
て
市
民
が
確
実
に
傍
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
請
願
を
採
択
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

（
一
般
質
問
等
は
２
・
３
面
に
、
議
案
等
の
概
要
・
議
決
結
果
は
４
面
に
掲
載
）

　

６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
第
95
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
八
千
代
市
議
会
か
ら
在
職

20
年
以
上（
特
別
表
彰
）と
し
て
、
植
田
進
議
員
及
び
西
村
幸
吉
議
員
が
自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
最
終
日
の
６
月
13
日
に
、
議
場
に
お
い
て
表
彰
状
と
記
念
品
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年　

第
２
回
定
例
会

平成30年４月から平成31年１月� （単位：円）

会派名 交付額
会派が支出した政務活動費 返還額

（比率）調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 人件費 事務費 合計（比率）

公明党 2,000,000 209,824 32,118 1,133,848 16,760 40,068 39,981 1,472,599（73.6%）
527,401
（26.4%）

自由民主党 1,600,000 336,352 555,951 700 893,003
（55.8%）

706,997
（44.2%）

市民クラブ 1,200,000 144,690 929,622 320 1,074,632
（89.6%）

125,368
（10.4%）

新未来 1,200,000 637,710 562,290 1,200,000
（100%）

0
（0%）

日本共産党 1,200,000 136,848 680,400 8,570 2,470 196,777 1,025,065（85.4%）
174,935
（14.6%）

新･みんな
の広場 800,000 1,686 349,102 1,880 3,240 355,908

（44.5%）
444,092
（55.5%）

絆 400,000 387,120 12,880 400,000
（100%）

0
（0%）

市民派の会 400,000 396,560 396,560
（99.1%）

3,440
（0.9%）

新政八千代 400,000 352,904 20 44,423 397,347
（99.3%）

2,653
（0.7%）

千葉維新の
会 400,000 400,000 400,000

（100%）
0

（0%）
やちよかえ
る会 400,000 23,756 376,244 400,000

（100%）
0

（0%）

民の会 280,000 25,000 151,829 30,000 46,120 252,949
（90.3%）

27,051
（9.7%）

やちよ 120,000 15,293 15,293
（12.7%）

104,707
（87.3%）

合　計
（比率）

10,400,000
（100%）

1,353,576
（13.0%）

547,312
（5.3%）

5,922,966
（56.9%）

41,130
（0.4%）

61,071
（0.6%）

30,000
（0.3%）

327,301
（3.1%）

8,283,356
（79.6%）

2,116,644
（20.4%）

※「絆」：塚本�路明、「市民派の会」：三田�登、「新政八千代」：奥山�智、「千葉維新の会」：菅野�文男、「やちよかえる会」：高山�敏朗
　「民の会」：伊東�幹雄、「やちよ」：西村�幸吉

平成31年２月から３月� （単位：円）

会派名 交付額
会派が支出した政務活動費 返還額

（比率）調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 人件費 事務費 合計（比率）

市民クラブ 480,000 580 580
（0.1%）

479,420
（99.9%）

公明党 400,000 3,080 8,100 14,292 25,472
（6.4%）

374,528
（93.6%）

自由民主党 400,000 395,236 490 395,726
（98.9%）

4,274
（1.1%）

日本共産党 320,000 320,000 320,000
（100%）

0
（0%）

絆 240,000 147,338 8,660 155,998
（65.0%）

84,002
（35.0%）

新未来 240,000 194,978 60 918 40,000 235,956
（98.3%）

4,044
（1.7%）

市民派の会 80,000 79,920 79,920
（99.9%）

80
（0.1%）

千葉維新の
会 80,000 2,592 25,111 27,703

（34.6%）
52,297

（65.4%）
合　計
（比率）

2,240,000
（100%）

342,316
（15.3%）

0
（0%）

795,156
（35.5%）

15,462
（0.7%）

9,018
（0.4%）

0
（0%）

79,403
（3.5%）

1,241,355
（55.4%）

998,645
（44.6%）

※「市民派の会」：三田�登、「千葉維新の会」：菅野�文男

政務活動費収支報告（平成30年度交付分）

政務活動費に係る領収書等の公開について

　平成30年度に交付された政務活動費の収支報告は以下のとおりです。
　政務活動費は、議員１人当たり年額48万円で毎年２回に分けて、会派
（１人会派含む）に対して交付されます。年度終了後に収支報告書を提

出し、残額を市に返還します。平成30年度は議員の任期が満了する年度
であったため、会派からの収支報告は、平成30年４月から平成31年１月
分と、平成31年２月から平成31年３月分となっており、各々の残額は市
に返還済みとなっております。

　政務活動費の支出に係る証拠書類である領収書等を、市ホームページ

で公開しています。詳しくは、「八千代市議会　政務活動費」で検索し、

「政務活動費に関する書類の公開」のページをご覧ください。

　第２回定例会において、開発行為により築造された道路を

市道路線として認定したいとする議案（議案第15号）が市長
から提出されたことを受けて、６月18日に都市常任委員会が
路線の調査を実施しました。

本会議のインターネット中継
及び会議録検索システムが
スマートフォンに対応しました

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰

植
田
　 

進 

議
員
、
西
村 

幸
吉 

議
員

下のＱＲコードで
アクセスできます！

会議録検索システム

　

６
月
か
ら
、
本
会
議
の
様
子

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
視
聴
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本

会
議
の
当
日
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
会
議
の
様
子
を
ラ
イ
ブ

配
信
し
て
い
る
ほ
か
、
翌
平
日

か
ら
は
録
画
版
を
視
聴
で
き
ま

す
。
視
聴
に
当
た
っ
て
は
「
八

千
代
市
議
会　

議
会
中
継
」
で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
会
議
録
検
索
シ
ス

テ
ム
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応

と
な
っ
た
た
め
、
よ
り
手
軽
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

インターネット中継



新しい豊
かさをめざして
市　政　を
診る・創る

時代をリードする会派の議会活動

令和元年８月（2019）令和元年８月（2019） 会派のスペースは、定例会最終日現在の会派構成に基づき割り当てられています。

答弁者の略称は、（市）：市長、（副）：副市長、（企）：企画部、（総）：総務部、（財）：財務部、（健）：健康福祉部、（子）：子ども部、（経）：経済環境部、（都）：都市整備部、（会）：会計管理者、（選）：選挙管理委員会、（監）：監査委員、（農）：農業委員会、（教）：教育委員会、（消）：消防本部、（水）：上下水道局　をそれぞれ表します。

御
飯
を
子
ど
も
た
ち
は
食
べ
て
い

ま
す
。
炊
き
た
て
の
御
飯
が
お
い

し
い
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
農
家
の
方
々
も
お

い
し
く
食
べ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
自
校
給
食
で
あ
れ
ば
、

お
い
し
い
八
千
代
産
の
お
米
を
炊

き
た
て
で
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
て

も
ら
え
ま
す
。
自
校
給
食
校
へ
の

切
り
か
え
を
求
め
ま
す
。

　

群
馬
県
高
崎
市
で
は
、
10
年
間

で
３
か
所
の
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し

て
、
11
校
の
自
校
給
食
校
を
建
設

し
ま
し
た
。

問	

八
千
代
市
で
自
校
給
食
校
を

建
設
す
る
と
し
た
ら
費
用
は
ど
の

く
ら
い
か
？
現
在
進
め
て
い
る
東

側
地
域
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
と

の
試
算
の
比
較
は
？

答	

24
年
度
の
試
算
で
は
セ
ン
タ

ー
方
式
で
約
17
億
円
、
自
校
給
食

方
式
で
約
21
億
円
で
す
。�

（
教
）

意
見	

自
校
給
食
の
試
算
は
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
な
ど
が
含
ま
れ
ず
、

１
校
当
た
り
に
す
る
と
１
億
９
千

万
円
で
す
が
、
高
崎
市
は
卵
、
小

麦
、
乳
製
品
、
果
物
、
甲
殻
類
、

ナ
ッ
ツ
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
試
算
を
行
っ
て
１
億
９
千
万
円

で
建
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
の
試
算
で
は
、
配
送
車
な

ど
の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

セ
ン
タ
ー
あ
り
き
の
試
算
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。
再
度
試
算
の
見
直

し
を
求
め
ま
す
。

■�

堀
口�

明
子�

議
員

学
校
給
食

　

八
千
代
市
の
学
校
給
食
は
、
阿

蘇
小
、
大
和
田
小
、
新
木
戸
小
、

萱
田
小
学
校
は
学
校
に
給
食
室
が

あ
り
、
そ
の
場
で
給
食
が
作
ら
れ

る
自
校
給
食
校
で
す
。
し
か
し
、

４
校
以
外
の
学
校
は
セ
ン
タ
ー
給

食
校
で
す
。
１
０
０
％
地
元
産
の

お
い
し
い
お
米
が
使
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー
給

食
で
は
最
大
限
に
生
か
し
た
給
食

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問	

自
校
給
食
校
で
は
、
給
食
の

直
前
に
炊
い
て
子
ど
も
た
ち
に
提

供
し
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
給
食
で

は
、
炊
飯
機
能
が
あ
っ
て
も
お
か

ず
な
ど
を
作
る
た
め
に
利
用
し
て

い
る
た
め
、
御
飯
は
八
街
市
で
炊

い
て
か
ら
、
各
学
校
に
配
送
さ
れ

ま
す
。
御
飯
は
何
時
に
炊
い
て
い

ま
す
か
？

答	

朝
７
時
か
ら
９
時
半
に
各
学

校
へ
届
く
よ
う
に
炊
い
て
い
ま
す
。

�

（
教
）

意
見	

朝
７
時
に
各
学
校
へ
届
く

と
い
う
こ
と
は
、
早
朝
に
炊
い
た

●会派別議員名簿� （現員28名）◎は代表者
令和元年６月26日現在

会　派　名 所　属　議　員　氏　名

市
し
民
みん
ク ラ ブ（6名）

◎小澤　宏司（文）　嵐　　芳隆（総）　澤田　新一（都）
　西村　幸吉（福）　花島　美記（総）　林　　隆文（都）

公
こう

明
めい

党
とう
（5名）

◎木下　映実（福）　正田富美恵（都）　末永　　隆（福）
　立川　清英（文）　緑川　利行（総）

自
じ
由
ゆう
民
みん
主
しゅ
党
とう
（5名）

◎成田　忠志（文）　伊東　幹雄（文）　江野澤隆之（総）
　大塚　裕介（福）　林　　利彦（都）

日
に
本
ほん
共
きょう

産
さん
党
とう
（4名）

◎堀口　明子（福）　飯川　英樹（都）　伊原　　忠（文）
　植田　　進（総）

　絆
きずな
　 （3名） ◎塚本　路明（都）　大澤　一治（文）　宮内　　鋭（総）

新
しん

未
み

来
らい
（3名） ◎河野　慎一（総）　高山　敏朗（福）　山口　　勇（都）

会派に属さない議員 　菅野　文男（文）　三田　　登（福）

☆�（総）⇒総務、（福）⇒福祉、（都）⇒都市、（文）⇒文教経済の常任委員会を表
しています。

　
代
表
質
問

　
代
表
質
問

　
代
表
質
問

　
個
別
質
問

■�
嵐　

芳
隆�

議
員

東
葉
高
速
鉄
道

問	

運
賃
の
値
下
げ
に
関
し
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答	

１
月
に
長
期
債
務
の
元
利
償

還
金
の
負
担
に
対
す
る
抜
本
的
な

支
援
等
に
関
す
る
要
望
書
を
、
国

に
対
し
提
出
し
ま
し
た
。�

（
市
）

問	

通
学
定
期
の
割
引
率
の
ア
ッ

プ
は
可
能
だ
と
思
う
が
、考
え
は
。

答	

東
葉
高
速
鉄
道
株
式
会
社
の

次
の
株
主
総
会
で
提
案
の
機
会
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。�

（
市
）

要
望	

市
長
の
強
い
意
志
を
も
っ

て
、実
現
さ
せ
る
よ
う
強
く
要
望
。

中
央
図
書
館
隣
接
駐
車
場

問	

無
料
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
向
性
は
。

答	

引
き
続
き
駐
車
場
の
無
料
時

間
延
長
の
可
能
性
を
含
め
た
検
討

を
、
関
係
部
署
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。�

（
市
）

投
票
所
の
設
置

問	

一
票
選
挙
と
二
票
選
挙
で
投

票
所
を
変
更
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答	

選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
頻
繁

に
投
票
所
を
変
更
す
る
こ
と
は
、

有
権
者
を
混
乱
さ
せ
る
可
能
性
が

あ
り
、
困
難
と
考
え
ま
す
。�（
選
）

要
望	

上
高
野
地
区
に
つ
い
て
は
、

一
票
選
挙
の
際
だ
け
で
も
、
連
合

自
治
会
館
１
階
で
の
実
施
を
要
望
。

■�

澤
田�

新
一�

議
員

空
き
家
等
の
状
況

問	

空
き
家
バ
ン
ク
創
設
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

答	

空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定

等
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
都
）

要
望	

空
き
家
の
所
有
者
と
利
用

希
望
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
図
れ

れ
ば
、
空
き
家
の
問
題
が
少
し
ず

つ
で
も
解
決
す
る
と
考
え
る
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
を
要
望
。

荒
廃
農
地

問	
今
後
の
対
策
は
。

答	
こ
れ
ま
で
の
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
を
、
集
落
や
地
域
別
単
位

に
し
、
荒
廃
農
地
の
抑
制
に
向
け

て
、
よ
り
実
効
性
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
み
た
い
。�

（
経
）

要
望	

農
地
の
集
積
・
集
約
化
が

喫
緊
の
課
題
。
耕
作
す
る
農
地
、

荒
廃
農
地
等
の
す
み
分
け
が
可
能

と
な
る
よ
う
な
農
業
施
策
を
要
望
。

公
衆
ト
イ
レ
の
改
修

問	

今
後
の
改
修
予
定
は
。

答	

今
年
度
に
八
千
代
台
駅
東
口
、

勝
田
台
駅
北
口
公
衆
ト
イ
レ
で
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
予
定
。�

（
都
）

要
望	

小
規
模
の
公
園
に
お
い
て

も
改
修
工
事
等
を
行
う
よ
う
要
望
。

■�

花
島�

美
記�

議
員

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

問	

映
画
や
ド
ラ
マ
等
撮
影
の
受

け
入
れ
に
関
す
る
今
後
の
考
え
は
。

答	

県
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
連
携
し
、
ロ
ケ
誘
致
の
た
め
に

努
力
し
て
い
く
考
え
で
す
。�（
市
）

■�

成
田�

忠
志�

議
員

観
光
行
政

問	

「
観
光
振
興
計
画
」の
策
定
は
。

答	

本
市
の
持
つ
観
光
資
源
を
最

大
限
活
用
す
る
た
め
、
次
期
総
合

計
画
及
び
総
合
戦
略
の
策
定
を
鑑

み
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。�

（
経
）

問	

観
光
協
会
の
設
立
を
決
断
す

べ
き
と
思
う
が
、
考
え
は
。

答	

市
内
の
観
光
事
業
の
開
発
・

情
報
の
収
集
等
に
つ
い
て
は
、
観

光
協
会
が
中
核
的
な
役
割
を
担
う

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
観
光
振

興
に
関
す
る
計
画
策
定
の
検
討
の

中
で
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な

体
制
の
構
築
に
つ
い
て
も
検
討
し

た
い
と
考
え
ま
す
。�

（
市
）

緑
化
行
政

問	

環
境
緑
化
公
社
の
職
員
数
、

ま
た
、
事
業
内
容
と
市
内
の
緑
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
は
。

答	

職
員
は
11
名
で
、
サ
ル
ビ
ア

等
の
花
苗
配
付
事
業
、
新
川
千
本

桜
育
成
活
動
事
業
、
ユ
リ
ま
つ
り

等
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
を
行

っ
て
お
り
、
実
行
委
員
会
等
と
協

調
し
て
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
は
、

本
市
の
緑
の
啓
発
と
い
う
観
点
と

し
て
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、今
後
、

環
境
緑
化
公
社
と
実
行
委
員
会
組

織
が
協
調
で
き
る
業
務
範
囲
を
考

え
、祭
り
の
開
催
方
法
等
に
関
し
、

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
か
協
議
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。�

（
都
）

教
育

問	

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
は
。

答	

持
続
可
能
な
教
育
に
関
す
る

情
報
交
換
、
海
外
教
員
と
の
交
流

等
が
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、

大
和
田
南
小
学
校
で
は
エ
チ
オ
ピ

ア
と
の
国
際
交
流
学
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
高
津
・
新
木
戸

地
区
や
大
和
田
・
萱
田
地
区
の
小

中
学
校
14
校
に
つ
い
て
、
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

（
教
）

高
齢
者
福
祉

問	

市
営
住
宅
の
今
後
の
対
応
は
。

答	
老
朽
化
が
進
む
４
か
所
を
来

年
度
以
降
順
次
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
不
足
す
る
住
戸
を
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
か
ら
の
借
り
上
げ
を
進
め
て

補
充
し
ま
す
。�

（
健
）

地
域
問
題

問	

村
上
児
童
会
館
の
運
営
は
。

答	

児
童
会
館
に
つ
い
て
は
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
の
整
備
を
進
め
、

廃
止
す
る
方
針
と
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
は
遊
戯
室
や
運
動
場
を
、
児

童
へ
利
用
開
放
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。�

（
子
）

　

ま
た
、
老
人
集
会
所
（
長
寿

公
明
党

絆

市
民
ク
ラ
ブ

自
由
民
主
党

��

会
派
に

　
　
属
さ
な
い
議
員

■�

菅
野�

文
男�

議
員（
質
問
事
項
）

⑴
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀　

改
修
状

況
は
、
な
ぜ
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀

が
存
在
す
る
の
か

⑵
働
き
方
改
革　

市
の
状
況
、
今

後
の
対
応
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

⑶
空
き
家
、
空
き
地　

現
状
は

⑷
１
０
０
万
本
の
バ
ラ
植
栽
構
想　

事
業
の
概
略
と
こ
れ
ま
で
の
経
過
、

緑
が
丘
の
市
民
緑
化
運
動
、
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て

⑸
四
市
複
合
事
務
組
合
第
２
斎
場

建
設
事
業　

進
捗
状
況
、
予
定
さ

れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
、
建
設

完
了
後
の
維
持
管
理
経
費
は

■�

三
田　

登�

議
員

第
４
次
総
合
計
画
の
総
括

　

前
期
基
本
計
画
の
達
成
率
34
％

は
低
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
視
点
で
の

検
証
、
分
析
に
よ
る
総
括
を
。

市
庁
舎
整
備
基
本
計
画

　

建
て
か
え
事
業
費
は
広
報
で
発

表
さ
れ
た
約
１
１
８
億
円
だ
け
で

な
く
再
活
用
さ
れ
る
別
館
等
の
改

修
費
や
諸
費
用
が
数
億
円
か
か
る
。

市
民
に
正
し
い
情
報
を
提
供
し
、

共
有
化
を
図
る
べ
き
。

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

　

服
部
市
長
に
な
っ
て
か
ら
開
催

し
て
い
な
い
の
は
市
長
の
責
任
。

新
未
来

■�

緑
川�

利
行�

議
員

問	

保
育
園
・
学
童
保
育
所
の
待

機
児
童
対
策
に
つ
い
て
。

答	

大
和
田
地
区
の
学
童
対
策
は
、

大
和
田
小
と
大
和
田
南
小
の
学
校

敷
地
内
開
所
に
向
け
、
基
本
・
実

施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

夏
季
休
暇
中
の
学
童
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
和
田
中
学
校
に
て
対
応

し
ま
す
。�

（
子
）

問	

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

に
つ
い
て
。

答	

対
象
者
は
、
今
年
度
分
の
住

民
税
が
非
課
税
で
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
方
約
５
万
人
。
ま
た
、

子
育
て
世
帯
分
と
し
て
、
０
歳
か

ら
３
歳
半
ま
で
の
約
６
千
人
。
購

入
単
位
は
１
冊
４
千
円
で
、
額
面

５
千
円
分
の
商
品
券
を
最
大
５
回

に
分
け
、
総
額
２
万
５
千
円
分
を

２
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。�（
総
）

問	

い
じ
め
・
不
登
校
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

活
用
に
よ
る
相
談
体
制
確
立
に
つ

い
て
。

答	

シ
ス
テ
ム
構
築
や
運
用
方
法

を
研
究
し
、
近
隣
他
市
の
動
向
調

査
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
協

議
し
て
い
き
ま
す
。	

（
教
）

問	

東
葉
高
速
鉄
道
各
駅
の
ホ
ー

ム
ド
ア
の
設
置
に
つ
い
て
。

答	

今
後
、
整
備
に
係
る
鉄
道
事

業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

国
に
対
し
て
支
援
の
拡
充
を
要
請

す
る
な
ど
検
討
し
ま
す
。�

（
企
）

問	

八
千
代
台
駅
西
口
・
勝
田
台

駅
南
口
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

と
歩
道
の
拡
幅
に
つ
い
て
。

答	

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
市

民
の
利
便
性
確
保
に
向
け
て
、
鉄

道
事
業
者
と
協
議
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
八
千
代
台
駅
西
口
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
工
事
に
伴
い
、

支
障
の
な
い
範
囲
で
、
年
内
中
に

歩
道
の
一
部
区
間
工
事
を
先
行
し

て
行
え
る
よ
う
工
程
の
調
整
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。�

（
都
）

問	

高
齢
者
認
知
症
対
策
の
促
進

強
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答	

新
た
に
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
り
、
見
守
り
体
制
を
始
め
と
し

た
支
援
体
制
の
推
進
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。�

（
健
）

問	

視
覚
障
害
者
の
安
全
確
保
の

た
め
の
音
響
信
号
機
や
エ
ス
コ
ー

ト
ゾ
ー
ン
を
、
駅
等
周
辺
の
横
断

歩
道
に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

答	

交
差
点
の
形
状
等
に
も
よ
り

ま
す
が
、
各
種
団
体
か
ら
ご
要
望

を
受
け
付
け
た
場
合
は
、
交
通
管

理
者
で
あ
る
警
察
と
協
議
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。�

（
都
）

問	

自
転
車
利
用
者
の
保
険
加
入

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答	

幼
児
か
ら
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
交
通
安
全
教
室
に
お
け
る
走

行
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
啓
発
活
動

の
中
で
、
保
険
加
入
の
必
要
性
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
警
察
主
体
の
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
広
報
や
ち
よ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。�

（
都
）

問	

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

日
本
共
産
党

■�

大
澤�

一
治�

議
員（
質
問
事
項
）

⑴
行
政
改
革
と
財
政

　

八
千
代
市
が
目
指
す
健
全
財
政

と
は
、
悪
化
す
る
経
常
経
費
の
改

善
目
標
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

の
現
状
に
つ
い
て

⑵
防
災
対
策
と
ま
ち
づ
く
り

　

危
機
管
理
監
の
役
割
、
千
葉
県

北
西
部
直
下
地
震
想
定
の
対
策
は
、

ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
・
非
常

電
源
対
策
は
、
市
内
の
浸
水
対
策

に
つ
い
て

⑶
八
千
代
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

戦
略
に
つ
い
て

　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
考

え
方
、
花
と
緑
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
戦
略
に
つ
い
て

■�

宮
内　

鋭�

議
員

⑴
Ｎ
Ｈ
Ｋ
問
題

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
集
金
人
の
違
法
な
訪
問

ま
た
は
違
法
な
勧
誘
が
行
わ
れ
た

場
合
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
対

応
に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。

　

市
の
相
談
員
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
違

法
な
行
為
へ
の
相
談
に
対
し
て
は
、

た
ら
い
回
し
的
な
対
応
に
な
ら
な

い
よ
う
、
外
部
の
弁
護
士
な
ど
適

切
な
法
律
知
識
を
持
っ
た
者
が
対

応
す
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

⑵
小
中
学
校
の
英
語
教
育

　

２
０
２
０
年
か
ら
の
学
習
指
導

要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
小
中
学
校

の
英
語
教
育
の
更
な
る
推
進
を
要

請
し
ま
し
た
。

■�

山
口　

勇�

議
員

問	

小
学
校
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
英

語
指
導
補
助
）
を
１
校
１
人
体
制

に
増
員
す
る
べ
き
。

答	

来
年
度
の
学
習
指
導
要
領
改

訂
実
施
に
向
け
、
現
在
10
人
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
を
１
校
１
人
の
22
人
に
す
る

べ
く
、
本
年
９
月
議
会
で
の
予
算

化
を
目
指
し
、
関
係
部
局
と
協
議

を
行
う
予
定
で
す
。�

（
教
）

問	

危
険
な
状
態
で
放
置
さ
れ
て

い
る
八
千
代
台
東
小
の
プ
ー
ル
を
、

今
年
度
中
に
早
急
に
撤
去
す
べ
き
。

答	

撤
去
に
つ
い
て
関
係
部
局
と

協
議
中
で
す
。�

（
教
）

■�

河
野�

慎
一�

議
員

　

指
定
金
融
機
関
の
手
数
料
や
辞

退
等
へ
の
対
応
と
大
和
田
南
小
の

家
庭
科
室
以
外
の
た
わ
み
改
修
へ

の
早
期
対
応
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
陣
痛
タ
ク
シ
ー
助
成

制
度
の
創
設
、
高
津
支
所
の
建
て

か
え
時
に
お
け
る
イ
オ
ン
内
へ
の

仮
支
所
の
設
置
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
制
度
の
導
入
（
堺
市
は
１
２

０
万
円
の
事
業
費
で
導
入
し
て
い

る
）
を
提
案
し
ま
し
た
。

⑶
ご
み
収
集
事
業
と
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
ご
み
焼
却
炉
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
測
定
値
を
質
問

し
ま
し
た
。

　

本
市
の
焼
却
炉
は
高
性
能
で
あ

る
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
焼
却
し
て
も

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
問
題
は
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

■�

高
山�

敏
朗�

議
員

新
庁
舎
整
備
に
伴
う
見
通
し

問	

来
年
以
降
20
億
超
の
歳
出
超

過
見
込
み
。
ど
う
対
応
す
る
？
財

政
健
全
化
と
両
立
で
き
る
か
？

答	

事
業
の
優
先
づ
け
に
よ
る
選

択
・
先
送
り
等
判
断
要
す
る
。（
財
）

問	

財
政
計
画
や
他
施
設
耐
震
化

等
と
両
立
不
可
能
な
ら
新
庁
舎
計

画
先
送
り
等
考
え
る
べ
き
で
は
？

答	

早
期
開
庁
を
目
指
し
、
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。�

（
総
）

他	

次
期
総
合
計
画（
Ａ
Ｉ
活
用
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
推
進
）、
環
境（
Ｒ
Ｅ
１
０

０
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
庁
舎
）、
阿
蘇
・
米
本

小
学
校
の
統
合
・
小
中
一
貫
教
育

お
知
ら
せ

　

こ
の
２
・
３
面
の
一
般
質
問
等

の
記
事
は
、
会
議
録
を
要
約
・
抜

粋
し
た
も
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
内
の
図
書
館
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
八
千
代
市

議
会
会
議
録
検
索
の
ペ
ー
ジ 

（「
八
千
代
市
議
会　

会
議
録
」

で
検
索
）
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
本

会
議
録
は
次
定
例
会
開
会
前
後
に

完
成
予
定
で
す
。

▽
８
月
27
日　

開
会
・
提
案
説
明

▽
９
月
２
日
～
４
日　

一
般
質
問

▽
５
日
・
６
日　

各
常
任
委
員
会

▽
10
日
～
13
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

▽
26
日　
　
　

総
括
審
議
・
閉
会

議
会
の
傍
聴

本
会
議
の
傍
聴

　

本
会
議
開
催
日
に
、
市
役
所
４

階
の
議
会
事
務
局
で
氏
名
等
を
記

入
し
て
傍
聴
券
を
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
締
め
切
り
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
傍
聴
席
は
58
席
と
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
先
着
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

バ
ラ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

問	

バ
ラ
の
植
栽
事
業
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

答	

市
内
公
園
等
公
共
施
設
の
花

壇
へ
の
植
栽
の
ほ
か
、
29
年
度
か

ら
市
立
小
学
校
の
新
入
生
に
バ
ラ

を
配
付
し
て
い
ま
す
。�

（
都
）

問	

都
市
計
画
道
路
８
・
７
・
２

号
線
（
西
八
千
代
向
山
線
）
の
バ

ラ
整
備
事
業
の
進
捗
は
。

答	

環
境
緑
化
公
社
と
協
議
を
行

い
な
が
ら
、
関
係
部
署
と
連
携
を

図
り
、
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。�

（
都
）

意
見	

バ
ラ
に
対
す
る
心
、
意
識

を
市
民
と
共
有
し
て
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

選
挙
の
投
票
率
向
上

問	

主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
は
。

答	

市
内
中
学
校
へ
の
選
挙
物
資

の
貸
し
出
し
や
、
市
内
の
高
等
学

校
等
を
対
象
と
す
る
選
挙
出
前
講

座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

（
選
）

助
成
の
拡
大
に
つ
い
て
。

答	

対
象
者
は
約
６
千
人
。
県
の

動
向
や
他
市
の
状
況
を
注
視
し
て

い
き
ま
す
。�

（
子
）

　
代
表
質
問

　
代
表
質
問

　
代
表
質
問

　
個
別
質
問

　
個
別
質
問

　
個
別
質
問

荘
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
団

体
の
活
動
場
所
を
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
が
設
置
し
た
村
上
団
地
内
の
集

会
所
、
ま
た
は
村
上
公
民
館
へ
移

行
で
き
る
よ
う
、
利
用
可
能
日
を

協
議
し
て
い
ま
す
。�

（
健
）

要
望	

地
元
の
利
用
者
か
ら
は
、

隣
の
村
上
公
民
館
が
利
用
さ
れ
て

い
る
の
に
、
今
後
、
な
ぜ
児
童
会

館
の
み
の
利
用
が
廃
止
さ
れ
る
の

か
と
い
う
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、

再
度
庁
内
で
検
討
す
る
よ
う
に
市

長
等
へ
要
望
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
議
会
日
程

　

令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
に
お

け
る
本
会
議
の
傍
聴
者
は
、
延
べ

64
人
で
し
た
。
皆
様
の
お
越
し
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

委
員
会
の
傍
聴

　

委
員
会
の
開
催
予
定
時
刻
の
30

分
前
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。
締
め
切
り
時
間
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
傍
聴
席
は
10
席
と
限
ら
れ

て
い
る
た
め
、
先
着
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
受
け
付
け
開
始

の
時
点
で
傍
聴
希
望
者
が
10
人
を

超
え
る
場
合
に
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　

本
会
議
の
当
日
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
ラ
イ
ブ
配
信

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
会
議
の
翌
平
日
か
ら
、

録
画
版
を
視
聴
で
き
ま
す
。

　

毎
年
、
税
等
の
納
付
状
況
を
議
長
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
賦
課
分
の
納
付
状
況
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。（
非
該
当
は
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い
、
社
会
保
険
に
加
入
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
該
当
等
の
理
由
に
よ
り
ま
す
。）

市
議
会
議
員
の
税
等
の
納
付
状
況
を
公
表
し
ま
す

税等の納付状況一覧表（平成30年度賦課分）

議員氏名 市民税
県民税

固定資産税
都市計画税

国民健康
保 険 料

嵐　　芳隆 ○ ○ －
飯川　英樹 － ○ －
伊東　幹雄 ○ ○ ○
伊原　　忠 ○ ○ ○
植田　　進 ○ ○ ○
江野澤隆之 ○ ○ ○
大澤　一治 － － ○
大塚　裕介 ○ ○ ○
小澤　宏司 ○ － ○
木下　映実 ○ ○ ○
河野　慎一 ○ ○ －
澤田　新一 ○ ○ －
正田富美恵 ○ － ○
末永　　隆 ○ ○ ○
菅野　文男 ○ ○ ○
高山　敏朗 ○ ○ ○
立川　清英 ○ － ○
塚本　路明 ○ ○ －
成田　忠志 ○ ○ ○
西村　幸吉 ○ ○ －
花島　美記 ○ － －
林　　隆文 ○ － ○
林　　利彦 ○ ○ ○
堀口　明子 ○ ― ○
三田　　登 ○ － ○
緑川　利行 ○ ○ ○
宮内　　鋭 － － －
山口　　勇 ○ ○ ○
※記号は「○：完納」「－：非該当」を表します。
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第３回定例会は、８月27日開会予定です。

及
び
八
千
代
台
東
南
支
所
を
統
合

し
、
並
び
に
移
転
す
る
た
め
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
３
号　

地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

■
議
案
第
４
号　

介
護
保
険
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
５
号　

10
月
か
ら
消
費

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
市
民
会
館
の
使
用
料
を
改

い
て
、
万
葉
建
設
株
式
会
社
と
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。

■
議
案
第
15
号　

開
発
行
為
に
よ

り
築
造
さ
れ
た
道
路
を
市
道
路
線

と
し
て
認
定
し
た
い
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
16
号　

８
月
31
日
を
も

っ
て
香
取
市
東
庄
町
病
院
組
合
が

解
散
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
千
葉

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
千
葉
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
の
変
更
に
関
す
る
協
議

を
す
る
に
当
た
り
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

■
議
案
第
17
号　

現
委
員
で
あ
る

木き
の

下し
た

孝た
か

雄お

氏
が
、
７
月
９
日
付
け

で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

次
期
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
再
度
選
任
す
る
も
の
。

件
名
に
つ
い
て
は
、
議
決
結
果
一

覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

条
例
関
係

■
議
案
第
１
号　

社
会
保
障
の
安

定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の

抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消

費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の

法
律
等
の
一
部
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
改
正
す

る
も
の
。

■
議
案
第
２
号　

八
千
代
台
支
所

め
る
も
の
。

■
議
案
第
６
号　

10
月
か
ら
消
費

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

を
改
め
る
も
の
。

■
議
案
第
７
号　

10
月
か
ら
消
費

税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
使
用

料
を
改
め
る
も
の
。

■
議
案
第
８
号　

一
般
廃
棄
物
の

収
集
、
運
搬
及
び
処
分
に
係
る
手

数
料
の
額
を
改
定
す
る
た
め
、
条

■
議
案
第
18
号　

イ
ン
フ
レ
ス
ラ

イ
ド
条
項
に
基
づ
き
、
八
千
代
市

東
消
防
署
庁
舎
建
設（
建
築
）工
事

に
係
る
契
約
金
額
を
変
更
す
る
た

め
、変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

■
諮
問
第
１
号　

新
た
に
黒く

ろ

沢さ
わ

崇た
か
し

氏
を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と

し
て
、
委
嘱
を
行
う
法
務
大
臣
に

対
し
て
推
薦
す
る
に
当
た
り
、
議

会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

採
択
さ
れ
た

請　
　
　

願

■
請
願
第
２
号　

現
在
、
２
常
任

委
員
会
が
１
日
に
同
時
開
催
さ
れ

て
い
る
形
式
か
ら
、
開
催
日
ま
た

は
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
ず
ら
し
て
４

常
任
委
員
会
を
市
民
が
確
実
に
傍

聴
で
き
る
よ
う
に
変
更
す
る
よ
う

求
め
る
も
の
。

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

議
案
等
の
概
要

例
を
改
正
す
る
も
の
。

■
議
案
第
９
号　

住
宅
用
防
災
機

器
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
省
令
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

予
算
関
係

■
議
案
第
10
号　

歳
入
歳
出
予
算

の
補
正
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
７
億
９
６
９
４
万
６
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
５
７
６
億
４

６
９
４
万
６
千
円
と
す
る
も
の
。

■
議
案
第
11
号　

歳
入
歳
出
予
算

の
補
正
に
お
い
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
３
７
２
万
６
千
円
を
追
加

し
，
総
額
を
１
２
０
億
９
０
９
０

万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

そ
の
他

■
議
案
第
12
号　

地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
八
千
代
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
専
決
処
分
を
し
た
た

め
、
承
認
を
求
め
る
も
の
。

■
議
案
第
13
号　

４
月
１
日
付
け

で
、
新
た
に
現
財
務
部
長
の
出で

竹た
け

孝た
か

之ゆ
き

氏
を
固
定
資
産
評
価
員
と
し

て
選
任
す
る
専
決
処
分
を
し
た
た

め
、議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
。

■
議
案
第
14
号　

八
千
代
市
庁
舎

旧
館
・
新
館
暫
定
補
強
工
事
に
つ

議　決　結　果　一　覧議　決　結　果　一　覧
令和元年第２回定例会〔議案・諮問・発議案〕� 議決日：令和元年６月26日
� （議案第14号については６月３日）

番　号 件　　　　　　　　　　　　名
（件名の後ろの【　】内は、付託先委員会を表します。）

各　会　派　の　賛　否

賛　

成　

数

反　

対　

数

議決結果

市
民
ク
ラ
ブ

公

明

党

自
由
民
主
党

日
本
共
産
党

絆

新

未

来

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
Ａ

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
Ｂ

（5）（5）（5）（4）（3）（3）（1）（1）

議案第１号
社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行うための消費
税法の一部を改正する等の法律の一部の施行等に伴う関係条例の整理に関
する条例の制定について【総務】

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 22 ５ 原案可決

議案第２号 八千代市役所支所設置条例の一部を改正する条例の制定について【総務】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案可決

議案第３号 八千代市税条例等の一部を改正する条例の制定について【総務】 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 22 ５ 原案可決

議案第４号 八千代市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について【福祉】 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 22 ５ 原案可決

議案第５号
八千代市市民会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について【文教経済】

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 22 ５ 原案可決

議案第６号
八千代市文化センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について【文教経済】

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 22 ５ 原案可決

議案第７号
八千代市市民ギャラリーの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例の制定について【文教経済】

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 22 ５ 原案可決

議案第８号
八千代市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例の
制定について【文教経済】

○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 22 ５ 原案可決

議案第９号 八千代市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について【総務】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案可決

議案第10号 令和元年度八千代市一般会計補正予算（第１号）【各常任委員会】 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 22 ５ 原案可決

議案第11号 令和元年度八千代市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）【福祉】 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 23 ４ 原案可決

議案第12号 専決処分の承認を求めることについて（八千代市税条例の一部を改正する
条例）【総務】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案承認

議案第13号 専決処分の承認を求めることについて（固定資産評価員の選任について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案承認

議案第14号 契約の締結について（八千代市庁舎旧館・新館暫定補強工事）【総務】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案可決

議案第15号 路線の認定について【都市】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案可決

議案第16号 千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町
村総合事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について【総務】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案可決

議案第17号 固定資産評価審査委員会委員の選任について（木下孝雄氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案同意

議案第18号 議決事件の一部変更について（八千代市東消防署庁舎建設（建築）工事）【総務】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 原案可決

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（黒沢崇氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 ０ 適　　任

発議案第８号 公契約法の早期制定を求める意見書について × × × ○ × ○ × ○ ８ 19 原案否決

発議案第９号 生活保護基準の引下げ中止を求める意見書について × × × ○ × × × ○ ５ 22 原案否決

発議案第10号 国民健康保険への国庫負担の増額を求める意見書について × × × ○ × ○ × ○ ８ 19 原案否決

発議案第11号 消費税率10％への増税中止を求める意見書について × × × ○ ×
△
２
× ○ ７ 20 原案否決

発議案第12号 陸自オスプレイの暫定配備撤回を求める意見書について × × × ○ × × × ○ ５ 22 原案否決

発議案第13号 子ども医療費の高校卒業までの窓口無料化を求める決議について × × × ○ × × × ○ ５ 22 原案否決

※　「各会派の賛否」については、○は賛成、×は反対です。△は会派内で賛否が分かれました（下の数字は賛成人数）。
※　「各会派の賛否」における「会派に属さない議員」はアルファベット表記しており、以下のとおり対応しています。
　　A：菅野�文男議員　B：三田�登議員
※　賛否の数には議長は含まれません。
※　個別の賛否結果については、ホームページ上でご覧になれます。

令和元年第２回定例会〔請願〕� 議決日：令和元年６月26日

番　号 件　　　　　　　　　　　　名 議　決　結　果

請願第２号
４常任委員会の開催時間をそれぞれずらして市民が確実に傍聴できるようにす
ることを求める件【議会運営】

賛成者全員 採択

※　執行機関に対する請願が採択された場合は、次の定例会で処理の経過及び結果が報告されます。

陳情に係る委員会審査結果一覧

番　号 件　　　　　　　　　　　　名 審　査　結　果

陳情第３号
「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分な財政措置を求
める意見書」の提出を要請する陳情書【総務】

賛成者少数 不採択

陳情第４号
「幼児教育・保育の『無償化』に係る制度の拡充、及び、国の地方自治体への十
分な財政措置を求める意見書」の提出を求める陳情書【福祉】

賛成者少数 不採択

陳情第５号 公園内テニスコート有料化に関する件【都市】 賛成者なし 不採択

陳情第６号 八千代市ポイ捨て防止に関する条例の一部改正に関する件【文教経済】 賛成者なし 不採択

陳情第７号
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について、国
民的議論により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の
採択を求める陳情【総務】

賛成者少数 不採択

陳情第８号 八千代市環境保全条例の新設案に関する件【文教経済】 賛成者なし 不採択

陳情第９号
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について、国
民的議論により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の
採択を求める陳情【総務】

賛成者少数 不採択

陳情第10号 日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求める意見書の
採択を求める陳情書【総務】

賛成者なし 不採択

陳情第11号 勝田台第７公園壁打ちボード再建に関する件【都市】 賛成者少数 不採択

※　審査しないこととなった陳情は、掲載しておりません。




